№46【ワークシート】中学生（読書）読書習慣の定着

	　「読書のよさって何？」

中学生になったAさんは、部活動や塾のため帰りが遅く、夕食やお風呂、宿題をすませると、あっという間に寝る時刻になってしまう日々を過ごしています。一方で、部活や塾のない日は、テレビやゲームに夢中になり、いつまでも画面に向かっています。
　お母さん（お父さん）は、休みの日くらい好きなことをさせてあげたいと思う反面、「読書をする子は学力が高い」という情報を聞き、もっと読書をしてほしいとも思っています。
　休日のある日、宿題をささっと済ませたAさんは、早速ゲーム機を立ち上げようとしています。それを見たお母さん（お父さん）は、
　お母さん（お父さん）「ゲームじゃなくて読書したらどう？小学校の時はもっと読んでいたよね。」
Aさん「なんで本を読まなくちゃならないの？」
お母さん（お父さん）「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

 ※あなたが「お母さん（お父さん）」の立場だったら、どうしますか。
　 言いたいこと、やりたいことをメモしましょう。



☆２人組になって、メモをもとにお母さん（お父さん）とＡさんに分かれて役割演技をしてみましょう。

１分間、それぞれの役割で、自由に続けてください。時間になったら、役割を交代します。
　　お母さん（お父さん）　「　　　　　　　　　　　　　　　　 」
　　Ａさん　　　　　　　　「　　　 　　　　　　　　　　　　　」
☆会話の続き（役割演技）をして、感じたこと、気付いたことはありますか。
	

	


☆子どもの読書習慣をつくるために、家庭でどのようなことができるでしょうか。
	

	


☆話し合いをとおして気付いたことやこれから取り組みたいことをメモしましょう。
	

	


